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社会貢献活動（地域ボランティア活動）実施報告

活動写真

　名古屋協会では、次代を担う人材の育成を目的として青年部を組織し、毎年、研修会や有識者
等を招いた勉強会、意見交換会などを開催しています。これらの活動を通じて、林業土木技術や
安全対策などに関する知識を深めるとともに、会員相互の交流を図り、将来の林業土木業界を担
う人材の育成に取り組んでいます。また、青年部では、各地域において国有林野をフィールドと
した社会貢献活動にも積極的に取り組んでおり、森林の公益的機能や自然環境の保全について理
解を深めながら、地域社会への貢献活動を実践しています。
　青年部研修会は、愛知・岐阜・富山県内の青年部を５つのブロックに分け、各ブロックが持ち
回りで企画・運営する形式で開催しています。
　今年度は岐阜北ブロックの企画により、岐阜県高山市の奥飛騨温泉郷にある「平湯大ネズコ」
を活動場所として、保全活動を中心とした研修会を開催しました。現地の自然環境や森林の役割
について学ぶとともに、平湯大ネズコ周辺の環境整備を行いました。
　平湯大ネズコは、高山市奥飛騨温泉郷平湯地内にあるネズコ（クロベ）の巨木で、平湯キャン
プ場から徒歩で約30分、山道を登った先に位置しています。一帯は中部山岳国立公園に指定され
ており、豊かな森林や雄大な山岳景観など、奥飛騨を代表する自然環境が広がっています。長い
年月にわたってこの地域の自然を見守ってきた巨木であり、林野庁の「森の巨人たち百選」にも
選定されています。
　参加者は、森林の中を歩いて現地へ向かいます。普段の工事現場とは異なる自然豊かなフィー
ルドを実際に歩くことで森林の持つ豊かな自然環境を体感するとともに、地域の貴重な自然資源
として大切にされていることや、観光資源、森林環境学習の場として活用されていることについ
て説明を受け、保全と利活用の両立について考える機会となりました。

青年部研修会を開催しました ～平湯大ネズコの保全活動を通じて森林環境を学ぶ～

研修会開会セレモニー 歓迎の挨拶をする辻井正徳飛騨森林管理署長



遊歩道橋清掃作業の様子 遊歩道橋清掃完了後

作業を終えて「平湯大ネズコ」前にて参加者一同 大ネズコに隣接する「平湯大滝」を視察

「平湯大ネズコ」保全柵修繕前 保全柵修繕完了後と「平湯大ネズコ」


